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Abstracts: The objectives of this study were 1) to clarify via a survey whether residents of Berlin’s Britz Horseshoe Estate (designed by Bruno Taut in 

consideration of the relationship between building arrangement and courtyard placement) are aware of the concept behind the design, and 2) to 

determine optimal ways of arranging greenery for housing complexes.The survey revealed that 90% of residents were aware of the design intent (i.e., 

seamless exterior views from inside and skillful building arrangement to support equal enjoyment of the landscape of courtyards and greenery from 

indoors) and viewed the current status as favorable. It was found that residents mostly view courtyards through windows, enjoy the building arrangement 

and courtyard shapes, and appreciate the surrounding abundance of lush vegetation. These outcomes highlight an outstanding way for building 

arrangement and greenery placement in housing complexes. 
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１． はじめに 

環境配慮が叫ばれる現代，公共の公園や緑は整備から改修や維

持管理の時代に入り質の向上が求められている。この現状から市

街地の民地の緑は，住まい手にとって身近にある緑として効用は

大きく1)，周辺環境と相まった佇まいや雰囲気を含め人の心を捉

え，日常触れられる貴重な緑であり価値が高い2)。担保性の高い

公共の緑はもとより，民有地の中でも集合住宅はまとまった緑地

空間を確保できるスケールメリットを活かし，建替事業で既存樹

木を保存・移植して居住者に潤いを与える特性がある3)。居住者

は屋外に出る以外は，各戸の住まいで日常を過ごすことが多く室

内での生活上の潤いを得ることも重要と考える。 

緑の意識に関する研究は昭和40年代から行われ，自然環境等に

対する意識の研究4)と，緑の緑量・緑地について5)，市街地の巨樹

の周辺住民の意識の研究6)や巨樹を用いた環境教育と卒業生意識

の研究7)が行われている。更に，団地建替で既存樹木利活用した

団地では居住者に緑の高い評価が得られる3)と共に住まいから見

える既存樹木に対する実態と居住者意識との関係が明らかにされ

た8)。これらの一連の研究から，集合住宅の居住者にとっては，

入居当初から景観に配慮した建物配置により住まいからの景観や

緑が居住空間と一体となり潤いのある豊かな生活環境を形づくる

ことの重要性が浮かび上がった。 

そこで本研究では「団地の建替ではなく設計当初から建物配置

と屋外・緑の良い関係に配慮していること」と，「屋外や緑の印象

が，緑を通じて居住者が潤いのある環境を享受できるように建物

配置と屋外設計を行っていること」が明確に謳っているとことに

焦点を当てた。この視点を明確に謳った集合住宅は我国には見当

らず，海外事例で検討することとした。そこで，地域環境の創造・

整備が行われ9)，環境先進国であり樹木保護条例10)を持つドイツの

中庭11)を持つ集合住宅に焦点をあて中庭型集合住宅の事例研究12)

を基に，1976～1988年に完成したミュンヘン，ベルリン，カール

スルーエの11の集合住宅を検証したが，建物配置と屋外の緑の関

係を明確に記載した候補地はなく，ドイツの集合住宅と緑の関係

の専門家にヒアリングした結果，中庭型集合住宅の一手法である

ベルリンのブリッツの馬蹄形住宅は設計当初から建物配置と屋

外・緑の関係を考慮して設計していることが確認でき本研究の対

象地とした。そこで，本研究はブルーノ・タウト（以下タウト）

が建物配置と中庭の関係性を意識して設計した，ブリッツの馬蹄

形集合住宅に於いて，現状に対して居住者は住まいながらタウト

の設計意図をどのように感じているか，またタウトの設計内容の

認知や馬蹄形住宅の配置と中庭の利用や嗜好について意識調査す

ることにより，集合住宅の建物配置とより良い緑のあり方の知見

を得ることを目的とした。 

 

２．研究の方法 

（１）研究対象地の概要 

ベルリンに建設された六つの住宅団地（Wohnungssiedlung）

が，2008年にユネスコの世界遺産に指定されている。その一つに

タウトが中心となり設計していたブリッツ大規模住宅団地

（Großsiedlung Britz）の中に，馬蹄形住宅（Hufeisensiedlung )

が存在する（図‐1）。馬蹄形集合住宅の内側は池がありそれに緩

やかに下がり地被が植えられている13)。ブリッツ・ジードリンク

は1925～31年に建設された集合住宅でタウトが，19世紀後半の産

業革命後，20世紀初頭

に，「人間にとって豊

かな環境は何か」を考

え抜いてコストを抑え

ながら，無味乾燥にな

らないよう工夫を凝ら

し設計し完成させその

結果，労働者の社会的

地位を上げることにも

なった14)。馬蹄形住宅

*株式会社ＵＲリンケージ 都市・居住本部 

 

 

図‐1 馬蹄形住宅の空撮 15) 
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の特徴は，居住空間は家の中から風景を外に広げた住まいを作り

出すことを狙っている。つまり，居住空間は，家の中から見える

風景を含めてのものだとタウトは考えていた。馬蹄形住宅の建物

配置では，馬蹄の形により団地の居住者が広い緑に囲まれている

ような印象を与える工夫をしている。建物を馬蹄形にすることに

より，住宅から見える中庭の風景や緑に対する喜びは，どの居住

者にも平等と考え設計している15)16)17)。 

馬蹄形住宅は151戸で地下1階，地上3階でその上に乾燥室があ

り，標準間取は（2 1/218)：121戸）で，中庭側にバルコニーがあ

る（図‐2）。東側には肉屋，パン屋，不動産屋（以下3施設）等

の施設があり，住宅の内側には中庭があり外側から東側の大階段

と西側の3箇所のピロティーから入れる。建物側に1階居住者の為

の賃貸庭があり中央に向かって三段程度下がった先はニレの生垣

と園路があり，池に向かい緩やかな洋芝の斜面となり，中心には

東西50ｍ×南北（6ｍ～20ｍ）の池がある。樹木は池外周に8本の

ヤナギ，園路沿いにトネリコとウワミズザクラがある（図‐3）。 

（２）調査方法 

平成23年に馬蹄形住宅の建物と賃貸庭の形態及び地形を確認

し図化し，屋外施設として園路，池，広場等の形態を把握し，馬

蹄形住宅の中庭と外周部の樹木を把握した（図‐3）。アンケート

内容は（表‐1）の9項目を設定した。質問内容は1)タウトの馬蹄

形住宅地の居住空間の設計意図に対する居住者の感じ方について，

2) タウトが馬蹄形住宅の設計者であることや設計内容の居住者 

の認知について，3)馬蹄形配置と中庭の作り方への嗜好，4)中庭

利用の実態と良い所の確認，5)中庭や緑に対する自由意見と属性

の記載を依頼した。151戸にアンケート票を配布し，3施設にポス

トを設置しアンケート票を回収し，単純集計を行い結果を解析し，

更に複数回答を除き意識との関係性を考慮し表‐1のA，B，Cを

カイ二乗検定で統計処理を行った。また，回収後アンケート結果

内容の確認と補足の為にヒアリングの同意を得た3名に実施した。 

 

３．結果と考察 

（１）属性等 

回収数は 36 戸（回収率 23.8％）であり，性別は男・女は概ね

半数で，年齢構成は20・30・60代が20％以下であったが，40・

50・70・80歳代以上は全て20％であり，概ね全世代の意見を集

約できた。入居年は調査実施年の 86 年前から 40 年前，1971 年

から約20年刻みで区切り，最後は世界遺産登録（2008年）後の

3 年間としたが，4 年前から 40 年前に入居した居住者が全体の

65％を占め，3年以内の入居者は17％であった。居住者の入居も

年数は幅があり建設当初から近年の入居者も存在した。 

（２）馬蹄形住宅の居住空間の設計意図に対する居住者の感じ方 

タウトは「ブリッツの馬蹄形住宅の特徴は，居住空間は家の中

から風景を外に広げた住まいを作り出すことを狙っている。つま

り，居住空間というのは，家の中から見える風景を含めてのもの

だと考えた。」この設計意図に対して，居住者は住んでいる実感と

してどのように感じているかを質問した。その結果，「非常にその

ように思う・そのように思う」をわせて83％が評価をしている。

その理由は設計コンセプトを評価し，「建築家だがこの形態構造に

常に感銘をうけ毎朝晩美しく感じる」，「姪が建築家で馬蹄型住宅

に関心を持った」，「自然に囲まれ育ちタウトのコンセプトを祖父

母から聞き知った」等であった。中庭の風景への感銘として，「眺

望が好き」，「どの窓から見えるどの風景も心地よい」と評価した。

バルコニーからの眺めを「毎日見ている」，「見る度に日々良さを

感じる」と評価している。生活環境としての評価を「カーテン無

しで過ごせ，外から覗く人がいない」，「視界に常に自然がある住

生活を送れる」であった。「どちらでもない」は14%であり，「中

庭の緑地を気に入っていたが樹木が一部無くなり居住の質は緑に

関して多少下がった」であった。タウトが居住空間というのは，

家の中から見える風景を含めてのものだと考えたコンセプトは居

住者に理解されていて，室内やバルコニーから見える馬蹄形住宅

の形態や中庭の美しい風景を享受できている実感からもコンセプ

トの良さを評価していることわかった（図‐4a）。 

更にタウトは労働者の社会的地位を上げる為に，「人間にとって

豊かな環境は何か」を考え抜いて，コストを抑えながら，無味乾

NO アンケート質問内容 質問形体

1 Ａ

ブルーノ・タウトは「ブリッツの馬蹄形住宅の特徴は、居住空間は家の中から風景を外
に広げた住まいを作り出すことを狙っている。つまり、居住空間というのは、家の中か
ら見える風景を含めてのものだと考えていた。」この設計意図をどのように感じている
か。

5択

2 Ａ
ブルーノ・タウトは「ブリッツの建物配置の馬蹄形の形は、建物を丸くすることで、住宅
から見える中庭の風景や緑に対する喜びはどの居住者にも平等になる。」この設計
意図をどのように感じられるか。

5択

3 Ａ ブルーノ・タウトがブリッツの馬蹄形住宅とその屋外を設計したことを知っているか。 5択

4 Ａ
ブリッツの中庭は氷河期最後の氷が溶けた跡とその地形を活かして作られていること
を知っているか。

2択

5 Ａ
ブリッツの中庭は氷河期最後の氷が溶けた跡の地形を活かして建物配置や屋外を構
成している。このことをどのように思うか。

5択

6 Ｂ 団地の馬蹄形の配置と中庭の作り方に関して好感をもっているか。 5択

7 「中庭」をあなたはどのように利用していますか。 7択：複

8 中庭の作り方で良いと思われるところはどこか。 14択：複

9 ブリッツ馬蹄形住宅の配置や中庭や緑についての意見・感想の記載 自由

択一

記載凡例：理由関する記載（NO2，3，6）その他記載（NO１，5，7，8），複：複数回答，自由：記述。

■ アンケート回答者の属性（Ｃ）の把握：NO10：年齢，NO11：性別，ＮＯ12：入居年，ＮＯ１3：住宅
の階数

クロス集計対応：（Ａ×Ｂ，Ａ＆Ｂ×Ｃ）

表‐1 アンケート調査内容・質問形態・クロス表 

図‐3 馬蹄形住宅の中庭と樹木の平・断面図 

図‐2  建物・バルコニー・室内・中庭関係図 

686 LRJ 77 (5)，2014



 

 

 

燥にならないよう工夫を凝らし設計しており，どの居住者にも住

まいからの眺めを平等に享受できるように設計している。そこで，

「建物配置の馬蹄形の形は，建物を丸くすることで，住宅から見

える中庭の風景や緑に対する喜びはどの居住者にも平等になる。」

この設計意図に対して居住者は住んでいる実感としてどのように

感じるか質問した。その結果，「非常にそのように思う・そのよう

に思う」を合わせて97％と大変高かった（図‐4ｂ）。この設問に

関して居住者は自分自身と馬蹄形住宅の他の人が平等に見えるか

の判断は他住戸への訪問時に確認したり，馬蹄の形態から十分推

測し回答していると考えられる。その感じ方の理由では，馬蹄の

形態と緑の関係を「周囲をぐるり一周緑に囲まれている」，「バル

コニーと住居からの眺めが緑に向かって求心的」と評価し，住ま

いからの緑の眺めに対し「緑が沢山見える」，「すべて見渡すこと

ができ楽しい」，「直接的な緑への繋がりがある」と評価し，馬蹄

形の中庭の空間の広さと居住空間を「丸い形状で向かいの住宅が

ずいぶん離れているように思える」，「社会的な結びつき，美的な

観点から」と評価している。一部に「丸・楕円・四角であろうが

緑が必要」という意見や，賃貸庭の木に対して「住居によっては

高木の為視界が遮られる場所もある」と心配している。感じ方の

理由は馬蹄形住宅の形と緑の平等性をバルコニーからの眺めや，

住まいからの緑の眺めを様々な表現で行うと共に，対面の住戸の

距離や社会的な結び付でも評価していることが読み取れた。これ

らのことから，馬蹄形の建物配置により建物を丸くすることで，

住宅から見える中庭の風景や緑に対する喜びはどの居住者にも平

等になると考えたタウトのコンセプトは居住者も住まいながらそ

のように感じていることがわかった。 

（３）馬蹄形住宅の設計者と設計内容の居住者の認知 

タウトが建築家として建物と屋外を一体に捉えた設計や土地の

歴史や地形を活かす設計ができる高い資質を持ち得ること19)20)を，

居住者が認知していることを把握することを目的に以下の質問を

行った。一つは「居住者が馬蹄形住宅とその屋外をタウトが設計

したことの認知」の質問で，その結果「入居前から知っていた」

は66%，「入居時に知っていた」は23%「入居後知った」は11%で，

7割が入居前から認知し，現在は全ての居住者が自分の住いと屋

外をタウトが設計したことを知って居住していることがわかった

（図‐４c）。更に，「タウトは中庭の池を氷河期最後の氷が溶けた

跡と地形を活かし配置している。」という史実の認知の質問をした。

これは土地の持っているポテンシャルを活かす手法でありランド

スケープデザインとして重要で，建築家のタウトがこのような視

点で配置を行い19)20)，その土地の持っている地形や歴史を残すこ

とにより，居住者は室内から斜面の中心に見える池を歴史を感じ

ながら住む価値は高くなると考えられる。その結果，「知っていた」

72%，「知らなかった」が28%であり（図‐4d）。更に，「この史

実をどのように思うか」の質問した。その結果，「タウトの考えは

素晴らしくここに住めて嬉しい」53%，「氷河の歴史や地形を取り

こんで設計することは素晴らしい」33%であった。「あまり理解で

きず，この方法は意味がない」は6%であった。「歴史的な事を取

りこんで作っていることを，もっと居住者に伝えて欲しい」が3%

であった（図‐4e）。居住者全てはタウトが馬蹄形住宅の設計者

でること知り，建物配置の中央に氷河の跡地を活かすなどの史実

を7割が知っていて，9割が住まいから見える中庭中心に歴史ある

池を残した設計を評価していることがわかった。タウトの建物と

屋外を一体に捉えた設計や土地の歴史や地形を活かす設計ができ

る高い資質を持っていることを居住者は認知し，土地の持ってい

る地形や歴史を残すことにより，居住者は室内から斜面の中心に

見える池に歴史を感じ愛着を持ち居住していることが把握できた。 

（４）馬蹄形住宅の馬蹄形の配置と中庭の作り方の嗜好 

「馬蹄形住宅の馬蹄形の配置と中庭の作り方に関して好感をも

っているか」の質問をした。「とても気に入っている」は 58%で，

「気に入っている」は36%であった。合わせて94％と評価は高か

った。評価の理由で馬蹄形の配置と思われるものは「馬蹄形が喜

びを与える・馬蹄形の形が良くわかる位置に居住・バルコニーと

住居からの眺めが緑に向かって求心的・どの方向から見ても素晴

らしい」等であった。中庭の作り方の評価は，「眺望・快適性・緑

が豊富・水辺に写る建物・中庭は静寂・音がしない」があり，更

に馬蹄形の形と中庭を同時に評価し，「暖かみ」を感じ馬蹄形住宅

と中庭の「美しいフォルムと形が良い」と評価し，全体の結びつ

きやオープン性や緑のオアシスと評価していて「結びつきオープ

ン性で劇場『自然，色彩，バルコニーの配置』と結びついて，オ

ープン性と広さ。劇場にいるようだ。」との意見もあった。 

このように居住者は中庭の景観だけでなく馬蹄形住宅の馬蹄の

フォルムと中庭の大きさ，中央の池や外の音の遮断が総合的に設

計されていることを全体で評価していると考えられる（図‐5a）。 

（５）馬蹄形住宅の中庭の利用と良い所の確認 

「馬蹄形住宅の中庭をどのように利用しているか」の質問をし

た。その結果，「窓から眺める」が多く83%で，「散歩（犬の散歩

含む）をする」が50%で「通りすがりに眺める」，「ベンチで寛ぐ」

図‐4 タウトの馬蹄形住宅の設計意図・認識 図‐5 馬蹄形住宅の配置と中庭の嗜好・意識 
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は共に19%であった。「利用しない」は8%で，「その他」は17%で

あった。その内容は，肯定的な意見は「２階で夏夜のバルコニー

からの中庭の眺めが最高で，アオサギ，カエルのコンサートを聞

くのも素晴らしい」，「夏はバルコニーが常に食事をとる場所にな

る」。否定的な意見は「汚すぎる」，「階段が何年も壊れたまま」，

「犬は気に障る汚い」であった（図省略）。また，居住者に「中庭

の作り方で良い所はどこか」を確認した。その結果，「中庭の馬蹄

形の形」が72%と最も多く，次が「中央の池の周りの大木：ヤナ

ギ」と「中央の池」の64%であった。更に「広々とした芝生」が

50%で，「中庭が少しづづ，池に向かって下がっている所」は47%

であった。「季節感を感じる賃貸庭の花木・果樹があるところ」と，

「中庭を一周する小径」は44%であった。「園路沿いにある大木：

トネリコ,アカシア等」は36%等であった。「その他」は22%で「ヤ

ナギの大きさに対する意見」，「カエルやコウモリ」，「天を仰ぎみ

て夏の夜にバルコニーから見るのが最高」，「訪問者が感動しベル

リンでこれほどの所は無い」，「居住空間，台所（物置）そして緑

の繋がりが良い」と評価している（図‐5b）。 

馬蹄型住宅の配置や中庭や緑について，意見や感想の自由記載

を求めた。その結果，肯定的な意見は「都市と自然が近接してい

るのが好き」や「中庭が好き」が共に4件で，「景色を見てるいの

が好き」が3件と多く，「快適である」，「静けさが好き」，「建物と

景色の調和が好き」，「豊富な緑が好き」が共に2件であった。否

定的な意見は「清掃管理が行き届かない」が5件と最も多く，「以

前の緑が好きである」，「改修が気に入らない」21)が3件であった。 

（６）馬蹄形住宅配置及び中庭の意識の各設問の関係性 

馬蹄形住宅配置と中庭の意識の関係性に関してのカイ二乗検定

で統計処理結果を以下に示す。アンケートの母数は少ないが2件

についてP<0.05の有意差が認められた（図‐6）。その内容は，「団

地の馬蹄形の配置と中庭の作り方に関して好感がある」と「馬蹄

形住宅の特徴の居住空間は，家の中から見える風景を含めてのも

のだとの考えに対する設計意図の居住者の認識」がP＜0.05で有

意性があり，タウトの考えた居住空間は家の中から見える風景を

含めていると感じている居住者は，馬蹄形配置と中庭の作りに関

して好感を持っていることがわかった。更にその人達は，中庭は

氷河期最後の氷が溶けた跡とその地形を活かして建物配置や屋外

を構成していることに強い関心をもっていることがわかった（P

＜0.05）。この結果，回答数が多くなれば他の関係も有意差が認め

られるものもあると考えるが，総戸数が少ない中で回答者も約3

割の36名ではあるが有意差が認められた（図‐6）。 

４．まとめ 

居住者はタウトの設計した馬蹄形住宅の配置と中庭に関して，

家の中からの風景を外に広げた住まいを作り出すこと，馬蹄形の

建物配置や住宅から見える中庭の風景や緑に対する喜びを居住者

に平等になるデザインとしたことに関して，居住者の9割が住ま

いながら設計意図を感じて生活し，その現状にも好感を抱いてい

ることがわかった。居住者の中庭の利用は窓から眺めることが多

く，馬蹄形の建物配置や中庭の作りが最も好感が高く，中庭と緑

の豊かさも大切にしていることがわかった。 

タウトが馬蹄形住宅の配置と中庭・緑との関係性に配慮した設

計内容は，建設から約80年経った現在も，居住者に理解されてい

て，実際に住まいながら設計者の設計意図は伝わっていることが

明らかになった。居住者は馬蹄形の配置や中庭空間の作りを総合

的に評価していることが意識調査から示唆された。建設当初のタ

ウトの設計した建物配置や馬蹄形のフォルムは，馬蹄形の形や大

きさ，中央の池の位置，住宅の間取りから見える中庭や緑，バル

コニーの配置や形態を居住者は評価し，中庭の緑の景観を平等に

享受している。建物の高さと馬蹄形の空間のバランスが良く，3

階建てという低めの設計もこの空間の良さを引き立てていて全て

の要素が絡みあって馬蹄形住宅の空間の良さができあがっている。

また，池に向かった徐々に傾斜している草地も，全体の空間を美

しく見せている。そして，集合住宅の配置設計のスタート時から

建物と屋外・緑の設計を一体にスタディーする重要性が示唆され，

夫々の思考を統合しフィードバックした結果により好事例が創出

されたと考えられ建物配置と集合住宅のより良い緑のあり方の一

手法を見出すことができた。 
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